十、西園寺山陰鎮撫使の来巡
１　山陰鎮撫使派遣の目的
西園寺公望を山陰　　　朝廷では、北陸・江戸・奥羽方面の征討にあたり、その後方の諸藩、とくに鳥取・松江の２藩

鎮撫使とする　　　　の動向がまだ気づかわれたものか、ここに慶応４年正月５日、まだ少年であった西園寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きんもち),公望)を山陰撫鎮使として勅命し、発向させることとなった。鳥取藩としては正月１５日荒尾近江に兵隊をつけて但馬路に出迎えさせることにした。西園寺の来巡については政治上それほど変動を及ぼすほどのこともなく、藩主慶徳は辞任を表明したり、恭順の誓詞を勅使に上書したりして事なきを得ていたので、鳥取県郷土史はこの事件を取り上げていない。
西園寺入鳥と鳥取　　　正月２２日には鳥取藩に嫌疑があるというので「鎮撫使は途中で帰京する」というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うわさ),噂)もあり、

藩の応待　　　　　　門脇少造等が鳥取藩は、「正義一途であるの旨」弁解し、ようやく入鳥と決まったが、彼我とも相当いろめいたことであろう。

　勅使入鳥途次において、送迎人夫EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かご),駕籠)の繰り出し方に手違い延引の責を負い、岩井郡庄屋村上源蔵は２月５日自殺するの惨事が起こった。併し勅使は武士にも劣らぬ最期であると賞揚し、金一封を賜与された。勅使にひきいられた兵卒の中には勅使の威光をかさにきて相当わがままを振
各休憩所の厳重な　　舞ったので、鳥取町民もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こわ),怖)がったとも伝えられる。そのくらいであるから、鳥取藩庁においても警戒　　　　　　　　万端手落ちのないように沿道すじの村々や庄屋に対して詳細な注意を下達し、宿泊・休憩・昼食
所ニ割り当てられた青谷・泊・長瀬・由良方面はとくに厳密な諸注意、準備設営に配慮をつくし
たようである。筆者の手EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),許)にある泊休憩所・長瀬昼食所（大庄屋戸崎久右衛門）の関係帳簿は１
５冊にのぼり、送迎心懸けを誌した帳簿１冊にも、その点がうかがえる。来巡道すじについて騒
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じよう),擾)事件や政治上の大変動はなかったにしても、沿道の農漁村民の身心の動揺と多忙さは、長州征

伐のとき以上であったと察せられる。それが春まもだ寒い旧暦２月のことである。
